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1 USB デバイスの使用

USB（Universal Serial Bus）は、USB キーボード、マウス、プリンタ、スキャナ、ハブなどの別売の
外付けデバイスをコンピュータや別売の拡張製品に接続するためのハードウェア インタフェースで
す。

モデルにより、コンピュータには最大 4 つの USB ポートがあり、USB 1.0、USB 1.1、USB 2.0 の各
デバイスに対応しています。USB ポートをさらに追加するには、別売のハブまたは拡張製品を取り付
けます。
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USB デバイスの接続

注意： USB コネクタの損傷を防ぐため、USB デバイスの接続時に必要以上の力を加えない
でください。

コンピュータに USB デバイスを接続するには、デバイスの USB ケーブルを USB ポートに差し込み
ます。デバイスが検出されると音が鳴ります。

注記： USB デバイスを初めて接続した場合は、タスクバーの右端の通知領域に[デバイス ド
ライバ ソフトウェアをインストールしています]というメッセージが表示されます。

USB デバイスの停止

注意： 情報の消失やシステムの応答停止を防ぐため、USB デバイスを取り外すときは、まず
停止してください。

注意： USB コネクタの損傷を防ぐため、USB デバイスを取り外すときにケーブルを引っ張
らないでください。

USB デバイスを停止するには、以下の手順で操作します。

1. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウェアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリック
します。

注記： [ハードウェアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れてい
るインジケータを表示します]アイコン（<または<<）をクリックします。

2. 一覧のデバイス名をクリックします。

注記： 一覧に表示されない USB デバイスを取り外す場合、デバイスを停止する必要は
ありません。

3. [停止]をクリックし、[OK]をクリックします。

必要な USB ソフトウェア
USB デバイスには追加ソフトウェアを必要とするものもありますが、通常はデバイスに付属していま
す。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイス製造元の説明書等を参照してくださ
い。
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2 1394 デバイスの使用

IEEE 1394 は、高速マルチメディアまたはデータ ストレージ デバイスをコンピュータに接続するた
めのハードウェア インタフェースです。スキャナ、デジタル カメラ、デジタル ビデオ カメラには、
多くの場合、1394 接続が必要です。

一部の 1394 デバイスを使用するには、追加サポート ソフトウェアが必要ですが、通常、そのソフト
ウェアはデバイスに付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付
属の説明書等を参照してください。

1394 ポート（下の図を参照）では、IEEE 1394a デバイスもサポートしています。
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1394 デバイスの接続

注意： 1394 ポート コネクタの損傷を防ぐため、1394 デバイスの接続時に必要以上の力を加
えないでください。

コンピュータに 1394 デバイスを接続するには、デバイスの 1394 ケーブルを 1394 ポートに差し込み
ます。デバイスが検出されると音が鳴ります。

1394 デバイスの停止

注意： 情報の消失やシステムの応答停止を防ぐため、1394 デバイスを取り外すときは、ま
ず停止してください。

注意： 1394 コネクタの損傷を防ぐため、1394 デバイスを取り外すときにケーブルを引っ張
らないでください。

1. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウェアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリック
します。

注記： [ハードウェアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れてい
るインジケータを表示します]アイコン（<または<<）をクリックします。

2. 一覧のデバイス名をクリックします。

注記： デバイスが表示されない場合は、取り外す前にデバイスを停止する必要はありま
せん。

3. [停止]をクリックし、[OK]をクリックします。
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3 拡張コネクタの使用

拡張コネクタを使用して、別売の拡張製品とコンピュータを接続します。別売の拡張製品は、コンピ
ュータで使用可能な追加ポートおよびコネクタを備えています。

注記： コンピュータには拡張ポートが 1 つだけあります。拡張ポート 3 とは、拡張ポートの
種類を示しています
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